
熊
沢
蕃
山
（
一
六
一
九
’
一
六
九
一
）
の
研
究
史
を
顧
み
れ
ば
、
従

来
の
課
題
は
主
に
そ
の
経
済
論
、
政
治
策
な
ど
研
究
者
自
身
の
問
題

意
識
と
の
関
係
で
設
定
さ
れ
た
も
の
が
多
か
っ
た
の
に
対
し
て
、
蕃

山
自
身
の
問
題
意
識
を
そ
の
儒
教
経
害
の
解
釈
書
と
の
関
係
で
検
討

し
よ
う
と
す
る
も
の
が
少
な
か
っ
た
よ
う
に
考
え
ら
れ
る
。
儒
教
経

害
こ
そ
蕃
山
が
自
ら
の
問
題
意
識
を
概
念
化
す
る
際
に
最
も
頼
り
に

（
１
）

し
た
テ
キ
ス
ト
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
で
あ
る
。
も
し
蕃
山
の
経

害
解
釈
書
を
蕃
山
の
問
題
意
識
ｌ
蕃
山
思
想
の
解
明
に
最
適
な
資
料

と
す
れ
ば
、
そ
の
『
大
学
小
解
』
『
論
語
小
解
』
『
易
経
小
解
』
『
孝

は
じ
め
に

熊
沢
蕃
川
の
『
周
易
』
解
釈
に
お
け
る
独
向
性
Ｉ
「
太
極
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
Ｉ

経
小
解
』
と
い
っ
た
著
書
を
見
逃
す
こ
と
は
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
。

十
数
点
の
経
害
解
釈
書
を
著
し
た
蕃
山
は
、
特
に
「
周
易
』
と
『
孝

経
』
と
の
二
書
を
重
視
し
て
い
た
。
た
と
え
ば
そ
の
代
表
的
な
著
書

「
集
義
和
書
』
に
は
次
の
よ
う
な
一
節
が
あ
る
。

、

心
友
問
。
貴
老
、
易
と
孝
経
と
を
な
ら
べ
給
へ
り
。
．
：
う
た
が

ひ
な
き
こ
と
あ
た
は
ず
。
答
え
て
云
。
…
易
は
天
地
に
よ
っ
て

（
ワ
】
）

道
徳
を
発
明
し
・
：
。
（
傍
点
筆
者
、
以
下
同
）

哲
学
の
害
『
周
易
』
と
実
践
の
書
『
孝
経
』
を
と
も
に
重
視
し
た

蕃
山
に
疑
問
を
抱
い
た
も
の
と
の
問
答
で
あ
り
、
蕃
山
思
想
の
形
成

に
『
周
易
』
の
あ
ず
か
っ
た
と
こ
ろ
が
大
き
か
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。

こ
の
蕃
山
思
想
に
と
っ
て
の
『
周
易
』
の
重
要
性
は
、
早
く
か
ら
研

（
３
）

究
者
の
間
で
認
知
さ
れ
て
い
た
が
、
い
ま
ま
で
の
研
究
で
は
蕃
山
の

|削

． ■■▲

冊
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１
朱
喜
の
「
太
極
」

「
太
極
」
と
は
、
『
周
易
』
「
繋
辞
上
」
の
「
易
有
太
極
、
是
生
両
儀
」

（
６
）

と
い
う
経
文
に
初
出
す
る
概
念
で
あ
る
。
こ
の
「
太
極
」
に
つ
い
て
、

朱
喜
ぼ
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

、
、
、
、
、
、
、
、

、
、
、
、
、
、
、

事
事
物
物
皆
有
箇
極
、
…
総
天
地
万
物
之
理
、
便
是
太
極
。

（
『
語
類
』
巻
九
四
）

、
、
、
、

、
、

「
無
極
而
太
極
」
蓋
云
無
此
形
状
、
而
有
此
道
理
耳
。
（
同
書
）

、
、
、
、

蓋
太
極
是
理
、
形
而
上
者
。
（
『
語
類
』
巻
五
）

、
、
、
、

太
極
…
裏
面
包
含
陰
陽
、
剛
柔
、
奇
偶
、
無
所
不
有
。
（
『
語
類
』

巻
七
五
）

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

日
。
至
無
之
中
乃
万
物
之
至
有
也
。
日
、
亦
得
。
（
『
語
類
』
巻

九
四
）

『
周
易
』
解
釈
に
つ
い
て
の
言
及
が
あ
る
も
の
の
、
そ
の
『
周
易
』

関
係
の
著
書
を
真
正
面
か
ら
取
り
上
げ
た
論
考
が
あ
ま
り
見
ら
れ
な

（
４
）

か
つ
た
。
本
稿
は
『
周
易
』
重
視
と
い
う
蕃
山
本
来
の
姿
を
手
が
か

（
５
）

り
に
、
朱
喜
の
『
周
易
』
解
釈
と
の
比
較
を
通
し
て
、
『
周
易
』
解

釈
に
お
け
る
蕃
山
の
独
自
性
ｌ
蕃
山
の
思
想
を
考
察
し
た
い
。
考
察

は
主
に
『
周
易
』
解
釈
に
お
け
る
蕃
山
の
独
自
性
を
成
り
立
た
せ
た

中
核
的
な
概
念
と
考
え
ら
れ
る
「
太
極
」
を
軸
に
行
わ
れ
る
。

一
「
太
極
」

、
、
、
、
、
、

聖
人
謂
之
太
極
者
、
所
以
指
夫
天
地
万
物
之
根
也
。
（
同
壹

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

上
天
之
載
、
無
声
無
臭
、
而
実
造
化
之
枢
紐
、
品
彙
之
根
抵
也
。

（
『
太
極
図
説
解
』
）

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

宇
宙
之
間
、
一
理
而
已
。
天
得
之
而
為
天
、
地
得
之
而
為
地
、

而
凡
生
於
天
地
之
間
者
、
又
各
得
之
以
為
性
。
（
『
文
集
』
巻
七
十

「
読
大
記
」
）

文
中
に
「
事
事
物
物
皆
有
箇
極
」
「
総
天
地
万
物
之
理
」
と
あ
る

よ
う
に
、
「
太
極
」
は
、
事
物
の
本
質
、
す
な
わ
ち
そ
れ
に
従
っ
て

事
物
が
有
と
呼
ば
れ
る
と
こ
ろ
の
も
の
で
あ
る
と
同
時
に
、
す
べ
て

の
本
質
に
つ
い
て
述
語
さ
れ
る
と
こ
ろ
の
本
質
で
あ
る
の
で
、
本
質

の
本
質
で
あ
り
、
本
質
の
統
括
者
で
あ
る
。
ま
た
「
無
此
形
状
」

「
形
而
上
者
」
と
あ
る
よ
う
に
、
「
太
極
」
は
あ
ら
ゆ
る
規
定
か
ら
自

由
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
「
無
所
不
有
」
「
万
物
之
至
有
」
と
あ
る
よ

う
に
、
「
太
極
」
に
対
す
る
如
何
な
る
規
定
も
万
物
の
本
質
の
決
定

者
と
し
て
の
「
太
極
」
の
総
体
性
を
否
定
す
る
こ
と
に
な
る
か
ら
で

あ
る
。
「
太
極
」
の
内
包
は
万
物
の
本
質
の
数
が
あ
る
だ
け
あ
り
、

万
物
の
数
に
比
例
す
る
の
で
、
「
至
無
」
と
い
う
無
性
の
性
質
と
な

ら
ざ
る
を
得
な
い
の
で
あ
る
。

そ
の
内
包
に
お
け
る
特
定
の
性
質
が
な
い
点
か
ら
言
え
ば
、
「
太

極
」
は
無
性
の
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
実
体
と
し
て
世
界
の
背
後
か

ら
世
界
に
作
用
す
る
「
道
理
」
で
あ
る
点
か
ら
言
え
ば
実
在
す
る
。

こ
の
「
太
極
」
の
作
用
は
、
「
天
地
万
物
之
根
」
「
造
化
之
枢
紐
」
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「
品
彙
之
根
抵
」
と
あ
る
よ
う
に
、
天
地
を
始
め
と
す
る
万
物
の
創

出
者
で
あ
る
点
で
万
物
の
よ
っ
て
成
り
立
つ
共
通
な
原
因
と
な
る
が
、

ま
た
「
天
得
之
而
為
天
、
地
得
之
而
為
地
」
と
あ
る
よ
う
に
万
物
の

あ
り
か
た
を
規
制
す
る
点
で
万
物
の
よ
っ
て
運
動
す
る
共
通
な
法
則

と
な
る
。

こ
の
よ
う
に
「
太
極
」
は
万
物
を
動
か
す
無
限
で
絶
対
的
な
も
の

で
あ
る
の
に
対
し
て
、
「
太
極
」
に
動
か
さ
れ
る
天
地
万
物
は
有
限

で
相
対
的
な
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
天
地
万
物
は
「
太
極
」

に
条
件
づ
け
ら
れ
て
い
る
も
の
だ
か
ら
で
あ
り
、
「
太
極
」
が
な
け

れ
ば
そ
の
存
在
も
運
動
も
あ
り
え
な
い
、
い
わ
ば
「
太
極
」
と
の
関

係
に
お
い
て
こ
そ
存
在
す
る
も
の
だ
か
ら
で
あ
る
。

２
蕃
山
の
「
太
極
」

「
太
極
」
に
つ
い
て
蕃
山
は
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

、
、

、
、

太
極
は
理
の
原
也
。
：
・
理
は
寂
然
不
動
也
。
…
理
ま
た
至
動
也
。

、
、

…
至
誠
に
し
て
息
こ
と
な
し
。
（
四
『
八
卦
之
図
』
二
六
五
頁
）

、
、
、
、
、
、
、

大
極
は
至
誠
に
し
て
無
息
。
故
に
誠
は
天
の
道
也
。
（
四
『
易
経

小
解
』
巻
二
、
三
四
一
頁
）

蕃
山
で
は
、
法
則
の
母
体
と
な
る
「
太
極
」
は
、
「
不
動
至
動
」

と
も
言
い
換
え
ら
れ
る
「
至
誠
無
息
」
を
内
容
と
す
る
も
の
と
な
っ

た
。
こ
の
「
至
誠
無
息
」
と
い
う
特
定
の
属
性
に
規
定
さ
れ
た
蕃
山

の
「
太
極
」
が
、
如
何
な
る
規
定
か
ら
も
自
由
な
朱
喜
の
無
性
の
「
太

極
」
と
は
違
う
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
「
至
誠
無
息
」
と
は
、
『
中

、
、
、
、
、

庸
』
「
誠
者
天
之
道
也
、
．
：
故
至
誠
無
息
。
」
と
い
う
文
に
見
え
る
概

念
で
あ
る
。
そ
の
意
味
は
朱
喜
的
な
理
解
に
よ
れ
ば
次
の
と
お
り
に

な
る
。
天
以
陽
生
万
物
、
以
陰
成
万
物
。
（
周
敦
頤
『
通
書
』
「
順
化
第
十
一
」
）

一
陰
一
陽
、
此
是
天
地
之
理
。
（
『
語
類
』
巻
七
四
）

一
陰
又
一
陽
、
循
環
不
己
、
乃
道
也
。
（
同
壹

陰
陽
に
よ
っ
て
万
物
を
生
成
す
る
天
地
が
、
ひ
と
た
び
は
陰
と
な

り
ひ
と
た
び
は
陽
と
な
る
よ
う
に
規
則
正
し
く
循
環
交
替
し
て
運
行

す
る
こ
と
は
天
地
の
法
則
で
あ
る
と
い
う
。

誠
者
、
真
実
無
妄
之
謂
。
陰
陽
合
散
、
無
非
実
者
。
故
其
発
見

之
不
可
検
者
如
此
。
（
『
中
庸
章
句
』
第
十
六
章
）

易
只
是
陰
陽
変
化
、
其
所
以
為
陰
陽
変
化
之
理
、
則
太
極
也
。

（
陳
淳
『
北
渓
字
義
』
「
太
極
」
）

、
、
、
、
、

天
地
之
道
、
可
一
言
而
尽
、
不
過
日
誠
而
已
。
不
弍
、
所
以
誠

、
、
、
、
、

也
。
誠
故
不
息
、
而
生
物
之
多
、
有
莫
知
其
所
以
然
者
。
…
天

地
之
道
、
誠
一
不
弍
、
故
能
各
極
所
盛
、
而
有
…
生
物
之
功
。

（
『
中
庸
章
句
』
「
第
二
十
六
章
」
）

「
室
）
誠
」
と
は
陰
陽
の
運
動
が
「
不
弍
」
、
つ
ま
り
規
則
正
し
く

自
ら
の
法
則
に
合
致
し
て
行
わ
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
合
法
則
的
な
「
至

誠
」
だ
か
ら
、
動
か
ず
に
は
い
ら
れ
な
い
と
い
う
意
味
の
「
不
息
」
、

つ
ま
り
自
発
的
な
持
続
と
な
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
『
中
庸
』
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の
「
至
誠
無
息
」
は
、
「
太
極
」
で
は
な
く
「
太
極
」
に
原
因
さ
れ

た
天
弍
が
一
陰
一
陽
と
い
う
「
太
極
」
の
原
理
に
規
定
さ
れ
た
通
り

に
運
行
す
る
状
態
を
表
す
概
念
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。

こ
の
天
地
の
属
性
を
表
す
『
中
庸
』
の
「
至
誠
無
息
」
と
、
「
太
極
」

の
属
性
を
表
す
蕃
山
の
「
至
誠
無
息
」
。
蕃
山
が
『
中
庸
』
の
「
至

誠
無
息
」
を
以
て
『
周
易
』
の
「
太
極
」
を
解
釈
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
自
ら
の
「
太
極
」
解
釈
を
成
り
立
た
せ
た
の
で
あ
る
。
「
至
誠
無
息
」

を
内
包
と
す
る
「
太
極
」
を
、
蕃
山
は
あ
い
か
わ
ら
ず
「
太
極
」
と

見
な
す
が
、
そ
れ
は
す
で
に
朱
喜
の
無
性
の
「
太
極
」
で
は
な
く
、

特
殊
の
性
質
、
つ
ま
り
特
性
に
よ
っ
て
限
定
さ
れ
た
蕃
山
的
な
「
太

極
」
と
な
っ
た
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
蕃
山
が
「
太
極
」
に
対
し
て
如
何
な
る
理
論
的
な
言
明
、

た
と
え
ば
自
ら
の
特
性
の
あ
る
「
太
極
」
は
朱
喜
の
無
性
の
「
太
極
」

よ
り
も
う
ま
く
世
界
を
説
明
で
き
る
と
い
っ
た
よ
う
な
発
言
も
し
て

い
な
い
の
で
、
「
太
極
」
に
対
す
る
蕃
山
の
関
心
が
世
界
の
構
造
を

説
明
す
る
概
念
と
し
て
の
「
太
極
」
の
理
論
的
な
面
に
寄
せ
ら
れ
て

い
な
か
っ
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
「
太
極
」
を
哲
学
す
る
こ
と
は
、

蕃
山
の
意
図
で
は
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
「
太
極
」
に
対
す
る
蕃

山
の
関
心
が
、
行
為
の
根
拠
に
な
れ
る
と
い
う
「
太
極
」
の
実
践
的

な
面
に
向
け
ら
れ
て
い
た
。
「
性
」
と
い
う
人
間
の
本
性
ｌ
当
為
の

根
拠
と
し
て
働
く
こ
と
が
、
「
至
誠
無
息
」
を
特
性
と
す
る
蕃
山
の
「
太

極
」
の
役
目
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

１
蕃
山
の
「
性
」

「
太
極
」
に
対
す
る
蕃
山
の
関
心
が
、
当
為
の
根
拠
と
し
て
働
け

る
と
い
う
「
太
極
」
の
実
践
的
な
面
に
あ
っ
た
。
こ
の
「
太
極
」
の

実
践
性
に
対
す
る
蕃
山
の
関
心
そ
の
も
の
は
、
「
太
極
」
に
よ
っ
て

確
立
さ
れ
た
「
至
誠
無
息
」
と
い
う
原
理
に
よ
っ
て
現
実
を
規
制
し

た
い
と
い
う
蕃
山
自
身
の
実
践
的
意
識
の
所
産
で
あ
る
こ
と
は
言
う

ま
で
も
な
い
。
実
践
と
は
人
間
が
自
覚
的
に
理
念
に
基
い
て
現
実
を

変
え
よ
う
と
す
る
行
為
で
あ
る
。
蕃
山
が
変
え
よ
う
と
し
た
現
実
と

は
、

、
、
、
、
、

今
の
人
の
迷
ひ
を
と
く
べ
き
事
は
今
日
の
天
職
な
り
。
（
『
集
義

和
書
』
二
四
二
頁
）

、
、
、
、

愚
が
い
ふ
所
は
其
人
の
惑
を
と
き
…
。
（
『
集
義
和
書
（
補
）
』
三
八

七
頁
）

、
、
、
、
、
、
、
、
、

無
用
の
事
に
労
し
、
な
す
べ
き
善
を
せ
ざ
る
は
惑
の
第
一
也
。

（
四
『
論
語
小
解
』
一
七
二
頁
）

善
と
ハ
い
か
ず
・
云
、
今
日
人
倫
日
用
の
事
ハ
皆
善
也
。
問
、

吾
人
ノ
為
事
も
五
倫
日
用
の
事
、
さ
し
た
る
悪
念
も
な
く
候
。

、
、
、
、
、

農
工
も
終
日
田
ヲ
耕
、
細
工
等
す
る
事
無
他
念
、
我
職
分
ヲ
無

、
、
、
、
、
、
、
、
、

他
事
勤
事
ハ
こ
れ
善
也
。
し
か
れ
ど
も
徳
に
入
事
か
た
し
。
云
、

二
「
性
」
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善
事
ハ
同
事
な
れ
ど
も
不
楽
が
ゅ
ヘ
ニ
、
あ
た
ら
善
を
無
な
し

候
。
（
六
『
集
義
義
論
聞
書
』
六
三
頁
）

と
あ
る
よ
う
に
、
人
々
が
自
ら
の
「
職
分
」
を
怠
り
が
ち
で
あ
る
と

い
う
現
実
で
あ
っ
た
。
こ
の
際
、
そ
の
理
念
と
し
て
蕃
山
が
提
示
し

た
の
は
、
「
太
極
」
を
根
拠
と
し
、
外
物
へ
の
想
念
の
滅
却
と
い
う

意
味
の
「
至
誠
」
と
「
職
分
」
へ
の
精
勤
さ
と
い
う
意
味
の
「
無
息
」

を
内
容
と
し
た
「
性
」
で
あ
っ
た
。
こ
の
論
旨
は
、
蕃
山
自
ら
の
論

述
を
辿
っ
て
い
く
と
次
の
通
り
に
な
ろ
う
。

性
は
太
極
也
。
（
四
『
繋
辞
上
伝
』
四
一
三
頁
）

、
、
、
、
、
、

…
至
誠
無
息
の
性
は
な
き
が
ご
と
く
な
り
。
（
三
『
大
学
和
解
』

二
二
六
頁
）

、
、
、
、
、
、
、

天
道
は
至
誠
無
息
也
。
．
：
至
誠
則
吾
性
命
也
。
（
四
『
論
語
小
解
』

一
三
頁
）

、

至
誠
は
無
息
。
…
万
物
是
を
得
て
性
と
す
。
（
四
『
繋
辞
上
伝
』

四
一
四
頁
）

「
太
極
」
の
特
性
で
あ
る
「
至
誠
無
息
」
は
、
そ
の
ま
ま
人
間
の
「
性
」

の
内
容
と
な
っ
た
。
「
性
」
に
お
け
る
「
至
誠
無
息
」
と
は
何
か
。

ま
ず
、
「
至
誠
」
と
は
、

、
、

誠
は
無
欲
也
。
思
こ
と
も
な
く
、
為
こ
と
も
な
し
。
（
『
集
義
和
書
』

巻
十
五
、
二
九
七
頁
）

、
、
、
、

誠
者
天
ノ
道
也
。
誠
ヲ
思
ハ
人
ノ
道
也
。
…
人
モ
至
誠
無
欲
ノ

本
体
さ
へ
立
候
ハ
や
聖
ノ
ー
体
也
。
（
六
「
集
義
義
論
聞
書
』
三
四

頁
）、

、
、
、

無
思
・
無
為
・
寂
然
不
動
の
本
体
也
。
…
不
動
の
本
体
し
ば
ら

、
、
、
、

く
も
息
こ
と
な
し
。
：
．
其
心
空
々
如
た
り
。
…
聖
人
に
は
吉
凶

、
、

順
逆
な
し
。
富
貴
・
貧
賤
・
悦
楽
・
患
難
・
死
生
・
順
逆
、
皆

天
地
の
中
の
一
物
也
。
心
中
の
一
事
也
。
好
悪
な
く
適
莫
な
し
。

（
四
『
繋
辞
上
伝
』
四
三
六
頁
）

と
あ
る
よ
う
に
、
「
貧
富
」
と
い
っ
た
外
物
、
つ
ま
り
人
生
の
境
遇

に
対
し
て
の
、
心
の
「
無
欲
」
「
空
々
如
」
「
無
思
」
「
無
為
」
、
い
わ

ば
想
念
の
滅
却
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
「
無
息
」
と
は
、

、
、
、
、

不
息
象
也
。
故
に
君
子
天
を
師
と
し
て
善
を
為
て
不
息
象
也
。

、
、
、
、
、
、
、

…
聖
人
の
心
も
至
て
す
ぐ
や
か
也
。
共
に
至
誠
に
し
て
不
息
也
。

（
四
『
易
経
小
解
』
巻
一
、
二
九
三
頁
）

、
、

、
、
、
、
、
、
、

生
々
不
息
の
象
也
。
君
子
終
日
乾
乾
と
つ
と
め
て
や
ま
ず
。
天

に
及
ぱ
む
事
を
欲
す
。
（
四
『
易
経
小
解
』
巻
一
、
二
九
四
頁
）

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

下
動
は
人
々
其
所
作
を
つ
と
め
て
動
な
り
。
…
上
明
な
れ
ば
、

、
、
、
、
、
、
、
、

天
下
の
人
皆
．
：
夙
に
を
き
夜
は
に
い
ね
て
善
を
な
し
て
已
ま
ず
。

（
『
集
義
和
書
』
巻
七
、
二
七
頁
）、

、
、
、
、

、
、

下
民
仁
政
に
感
じ
て
よ
く
つ
と
め
動
く
。
人
民
の
勤
動
は
耕
作

を
本
と
す
。
（
四
『
繋
辞
上
伝
』
四
五
六
頁
）

、
、

、

我
職
分
ヲ
無
他
事
勤
事
ハ
こ
れ
善
也
。
（
前
出
）

と
あ
る
よ
う
に
、
人
々
が
自
ら
の
「
職
分
」
を
「
勤
動
」
す
る
行
為
、

つ
ま
り
「
職
分
」
へ
の
精
勤
さ
で
あ
る
。
こ
の
「
勤
動
」
の
行
為
は
、
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２
朱
喜
の
「
性
」

蕃
山
の
「
性
」
を
検
討
し
た
後
、
朱
喜
の
「
性
」
を
取
り
上
げ
る

こ
と
も
必
要
で
あ
ろ
う
。
朱
喜
の
「
性
」
の
性
格
が
明
ら
か
に
な
れ

ば
、
蕃
山
の
「
性
」
の
特
質
が
よ
り
鮮
や
か
に
な
る
か
ら
で
あ
る
。

朱
喜
哲
学
は
「
性
理
」
の
哲
学
と
も
言
わ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
「
性
」

と
い
う
語
は
朱
薑
哲
学
に
お
け
る
最
も
重
要
な
概
念
の
一
つ
で
あ
る
。

太
極
便
是
性
、
：
・
是
気
与
理
合
而
成
性
也
。
（
『
語
類
』
巻
九
四
）

仁
義
礼
智
、
性
之
大
目
。
（
『
語
類
』
巻
六
）

性
猶
太
極
也
、
心
猶
陰
陽
也
。
（
『
語
類
』
巻
五
）

、

、

、
、
、
、
、
、

性
無
形
影
可
以
模
索
、
只
是
有
這
理
耳
。
惟
情
乃
可
得
而
見
、

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

側
隠
、
差
悪
、
辞
遜
、
是
非
是
也
。
（
『
語
類
』
巻
六
）

蕃
山
の
「
性
」
は
「
太
極
」
か
ら
の
そ
の
ま
ま
の
移
行
、
す
な
わ

ち
「
太
極
」
イ
コ
ー
ル
「
性
」
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
朱
臺
の
そ
れ

は
、
気
を
媒
介
に
出
来
た
も
の
で
、
い
わ
ば
「
太
極
」
と
い
う
理
と

陰
陽
と
い
う
気
と
の
合
成
物
で
あ
る
。
心
に
内
在
す
る
「
性
」
の
内

容
は
「
仁
義
礼
智
」
で
あ
る
。
「
性
」
と
心
と
の
関
係
は
、
「
太
極
」

と
陰
陽
と
の
関
係
と
同
じ
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
「
太
極
」
は
陰
陽
の

法
則
で
あ
る
よ
う
に
「
性
」
は
心
の
法
則
で
あ
る
。
心
が
「
仁
義
礼

ま
た
「
善
」
、
す
な
わ
ち
道
徳
的
行
為
で
あ
る
と
も
さ
れ
る
。
こ
の

よ
う
に
、
「
性
」
に
お
け
る
蕃
山
の
「
至
誠
無
息
」
は
、
「
貧
富
」
へ

の
「
無
欲
」
と
「
職
分
」
へ
の
「
勤
動
」
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

智
」
の
「
性
」
に
動
機
付
け
ら
れ
て
運
動
す
る
場
合
、
「
側
隠
、
差
悪
、

辞
遜
、
是
非
」
の
「
情
」
に
転
化
す
る
。
「
仁
義
礼
智
」
を
内
容
と

す
る
朱
喜
の
「
性
」
は
心
を
規
定
す
る
原
理
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
「
仁
義
礼
智
」
を
内
容
と
す
る
朱
喜
の
「
性
」
が
、

「
至
誠
無
息
」
を
内
包
と
す
る
蕃
山
の
「
性
」
と
違
っ
て
い
る
こ
と

は
明
ら
か
で
あ
る
。
朱
喜
の
「
性
」
は
そ
の
内
包
に
お
い
て
蕃
山
の

そ
れ
と
は
違
っ
て
い
る
も
の
の
、
天
地
の
属
性
を
表
す
「
至
誠
無
息
」

と
い
う
概
念
に
関
わ
っ
て
い
る
点
で
蕃
山
の
そ
れ
と
同
じ
で
あ
る
。

朱
喜
の
理
解
に
お
け
る
「
至
誠
無
息
」
と
は
、
天
地
の
合
法
則
的
な

運
動
と
こ
の
合
法
則
的
な
運
動
の
自
発
的
持
続
で
あ
る
と
述
べ
た
。

こ
の
朱
喜
の
理
解
に
従
え
ば
、
人
間
の
行
為
に
関
わ
る
「
至
誠
無
息
」

と
は
、
心
の
作
用
が
「
仁
義
礼
智
」
的
に
、
自
発
的
に
、
持
続
す
る

と
い
う
状
態
に
違
い
な
い
。
言
い
か
え
れ
ば
「
側
隠
、
差
悪
、
辞
遜
、

是
非
」
と
い
う
「
情
」
と
し
て
の
心
が
「
性
」
と
い
う
心
の
原
理
に

規
制
さ
れ
た
通
り
に
働
く
こ
と
な
の
で
あ
る
。
こ
の
論
旨
は
朱
喜
首

ら
の
論
述
を
辿
っ
て
い
く
と
次
の
通
り
に
な
ろ
う
。

「
大
学
章
句
序
」
に
、

蓋
自
天
降
生
民
、
則
既
莫
不
与
之
以
仁
義
礼
智
之
性
突
。
然
其、

気
質
之
稟
或
不
能
斉
、
是
以
不
能
皆
有
以
知
其
性
之
所
有
而
全

、

、
、
、

之
也
。
一
有
聡
明
春
智
能
尽
其
性
者
出
於
其
間
、
則
天
必
命
之

、
、
、

以
為
億
兆
之
君
師
、
使
之
治
而
教
之
、
以
復
其
性
。

と
あ
る
。
文
中
に
「
復
其
性
」
と
あ
る
よ
う
に
、
朱
喜
の
趣
旨
は
い
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わ
ゆ
る
聖
人
の
教
化
に
よ
る
常
人
の
本
性
の
回
復
で
あ
る
。
常
人
は

「
復
其
性
」
の
必
要
が
あ
る
が
聖
人
は
な
い
。
聖
人
の
本
性
は
生
来

完
全
無
欠
だ
か
ら
で
あ
る
。
故
に
聖
人
は
「
尽
其
性
」
の
模
範
と
さ

れ
る
。
「
尽
性
」
と
は
、

、
、
、
、

問
、
至
誠
尽
性
…
如
何
是
尽
。
日
、
性
便
是
仁
義
礼
智
。
尽
云

、

、

者
、
無
所
往
而
不
尽
也
。
尽
於
此
不
尽
於
彼
、
非
尽
也
。
尽
於

、

、

、

、

外
不
尽
於
内
、
非
尽
也
。
尽
得
這
一
件
、
那
一
件
不
尽
、
不
謂

、

、

之
尽
。
尽
得
頭
、
不
尽
得
尾
、
不
謂
之
尽
。
（
『
語
類
』
巻
六
四
）

と
あ
る
よ
う
に
、
「
性
」
の
「
此
・
彼
・
外
・
内
・
這
・
那
・
頭
・
尾
」
、

要
す
る
に
「
内
」
に
お
け
る
十
全
な
保
持
と
「
外
」
に
お
け
る
十
全

な
発
動
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
こ
の
「
性
」
の
「
内
」
に
お
け
る
十
全

な
保
持
と
「
外
」
に
お
け
る
十
全
な
発
動
、
す
な
わ
ち
「
尽
性
」
は
、

「
至
誠
尽
性
」
と
あ
る
よ
う
に
、
「
至
誠
」
と
同
じ
次
元
で
あ
る
。
さ

て
、
「
性
」
の
「
内
」
に
お
け
る
十
全
な
保
持
と
は
、

、
、
、
、

性
是
統
言
。
性
如
人
身
、
仁
是
左
手
、
礼
是
右
手
、
義
是
左
脚
、

智
是
右
脚
。
（
『
語
類
』
巻
六
）

、

天
有
春
夏
秋
冬
、
地
有
金
木
水
火
、
人
有
仁
義
礼
智
、
皆
以
四

、
、
、
、

者
相
為
用
也
。
（
『
語
類
』
巻
一
）

、
、
、
、

、
、
、
、

正
淳
言
、
性
之
四
端
、
迭
為
賓
主
…
蓋
四
徳
未
嘗
相
離
、
遇
事

、
、
、
、

則
迭
見
層
出
、
要
在
人
黙
而
識
之
。
日
、
説
得
是
。
（
『
語
類
』

巻
六
）

、
、
、
、

性
有
偏
者
。
如
得
木
気
多
者
、
仁
較
多
、
金
気
多
者
、
義
較
多
。

（
『
語
類
』
巻
四
）

、
、
、
、

、
、
、
、

只
為
気
質
不
同
、
故
発
見
有
偏
。
如
至
誠
尽
性
、
則
全
体
著
見
。

次
於
此
者
、
未
免
為
気
質
所
隔
。
只
如
人
気
質
温
厚
、
其
発
見

、
、

者
必
多
是
仁
、
仁
多
便
侵
却
那
義
底
分
数
、
気
質
剛
毅
、
其
発

、
、

見
者
必
多
是
義
、
義
多
便
侵
却
那
仁
底
分
数
。
（
『
語
類
』
巻
六
四
）

と
あ
る
よ
う
に
、
「
性
」
の
内
容
で
あ
る
「
仁
義
礼
智
」
の
四
者
が
「
相

為
用
」
「
迭
為
賓
主
」
「
未
嘗
相
離
」
「
迭
見
層
出
」
、
す
な
わ
ち
相
互

依
存
と
相
互
制
約
と
い
う
関
係
の
な
か
で
構
造
化
さ
れ
る
こ
と
で
あ

る
。
内
的
な
「
尽
性
」
は
「
仁
義
礼
智
」
の
こ
の
構
造
的
な
全
体
性

に
ほ
か
な
ら
な
い
。
こ
の
内
的
な
「
尽
性
」
の
必
要
性
は
、
「
性
有

偏
者
」
「
仁
多
・
義
多
」
と
あ
る
よ
う
に
、
常
人
の
「
性
」
の
「
仁

義
礼
智
」
の
割
合
の
配
分
が
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
だ
か
ら
で
あ
る
。
一
方
、

「
性
」
の
「
外
」
に
お
け
る
十
全
な
発
動
と
は
、

且
如
仁
、
能
尽
父
子
之
仁
、
推
而
至
於
宗
族
、
亦
無
有
不
尽
。

又
推
而
至
於
郷
党
、
亦
無
不
尽
。
又
推
而
至
於
一
国
、
至
於
天

下
、
亦
無
有
不
尽
。
若
只
於
父
子
上
尽
得
仁
、
不
能
推
之
於
宗

族
、
便
是
不
能
尽
得
仁
。
能
推
之
於
宗
族
、
而
不
能
推
之
於
郷

党
、
亦
是
不
能
尽
得
仁
。
能
推
之
於
郷
党
、
而
不
能
推
之
於
一

国
天
下
、
亦
是
不
能
尽
得
仁
。
（
「
語
類
』
巻
六
四
）

と
あ
る
よ
う
に
、
完
全
無
欠
な
本
性
に
よ
る
仁
義
的
な
行
為
が
、
す

べ
て
の
人
々
を
対
象
と
す
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
本
性
の
「
外
」
に

お
け
る
十
全
な
発
動
が
必
要
と
さ
れ
る
理
由
は
、
父
母
を
仁
義
的
に
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扱
う
こ
と
は
で
き
て
も
、
父
母
以
外
の
他
者
を
仁
義
的
に
扱
う
こ
と

は
し
た
が
ら
な
い
、
人
間
の
「
性
」
の
発
動
上
の
欠
陥
と
い
う
現
実

に
基
い
て
い
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。

こ
の
よ
う
に
、
意
志
的
に
は
「
仁
義
礼
智
」
の
四
者
を
構
造
的
に

保
つ
状
態
が
内
的
な
「
尽
性
」
、
行
為
的
に
は
す
べ
て
の
人
々
を
「
仁

義
礼
智
」
的
に
扱
う
こ
と
が
外
的
な
「
尽
性
」
と
い
え
よ
う
。
こ
の

「
性
」
に
か
か
わ
る
「
至
誠
」
に
対
し
て
、
朱
臺
の
「
性
」
に
か
か

わ
る
「
無
息
」
は
、

子
日
、
…
君
子
遵
道
而
行
、
半
塗
而
廃
、
吾
弗
能
已
突
。
（
『
中

庸
』
、
以
下
朱
喜
注
）
遵
道
而
行
、
則
能
択
乎
善
芙
。
半
塗
而
廃
、

則
力
之
不
足
也
。
此
其
知
難
足
以
及
之
、
而
行
有
不
逮
、
当
強

而
不
強
者
也
。
已
、
止
也
。
聖
人
於
此
、
非
勉
焉
而
不
敢
廃
、

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

蓋
至
誠
無
息
、
自
有
所
不
能
止
也
。
（
『
中
庸
章
句
』
第
十
一
章
）

、
、
、
、

君
子
乾
乾
、
不
息
於
誠
（
周
敦
頤
『
通
書
』
「
乾
損
益
動
第
三
十
一
」
）

と
あ
る
よ
う
に
、
仁
義
的
に
行
動
す
る
「
至
誠
」
と
い
う
状
態
の
「
自

有
所
不
能
止
也
」
、
つ
ま
り
自
発
的
な
持
続
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か

で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
朱
喜
の
弟
子
陳
淳
が
、

、
、

後
世
説
至
誠
両
字
、
動
不
動
加
諸
人
、
只
成
個
恭
謹
願
底
意
思
。

不
知
誠
者
真
実
無
妄
之
謂
。
至
誠
乃
是
真
実
極
至
而
無
一
毫
不

尽
、
惟
聖
人
乃
可
当
之
、
如
何
可
容
易
加
諸
人
。
（
『
北
渓
字
義
』

「
誠
」
）

と
述
べ
る
よ
う
に
、
す
べ
て
の
人
間
に
用
い
ら
れ
る
蕃
山
の
「
至
誠

以
上
、
朱
喜
と
比
較
し
た
結
果
、
『
周
易
』
解
釈
に
お
け
る
蕃
山

の
独
自
性
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
朱
喜

の
「
太
極
」
は
天
地
万
物
を
動
か
す
無
限
で
絶
対
的
な
、
無
性
の
本

質
・
最
後
の
原
因
・
最
高
の
法
則
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
蕃
山
の
「
太

極
」
は
「
至
誠
無
息
」
を
内
包
と
す
る
も
の
と
し
て
天
地
と
い
う
個

物
を
動
か
す
有
限
で
相
対
的
な
そ
れ
で
あ
っ
た
。

「
至
誠
無
息
」
と
い
う
『
中
庸
』
の
概
念
は
、
規
則
正
し
く
自
ら

の
法
則
に
従
っ
て
運
行
し
て
乱
れ
な
い
天
地
の
状
態
と
自
ら
の
本
性

に
従
っ
て
行
為
し
な
い
で
は
い
ら
れ
な
い
聖
人
の
境
地
を
指
す
言
葉

で
あ
り
、
い
わ
ば
活
動
の
合
法
則
性
と
こ
の
合
法
則
的
な
活
動
の
自

発
的
持
続
の
意
味
で
あ
っ
た
。
蕃
山
は
こ
の
「
至
誠
無
息
」
を
「
太

極
」
の
特
性
と
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
独
自
の
「
太
極
」
解
釈
を
打
ち

立
て
た
だ
け
で
な
く
、
そ
の
「
至
誠
無
息
」
を
「
性
」
の
内
容
と
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
独
自
の
「
性
」
解
釈
を
も
打
ち
出
し
た
。
と
こ
ろ

で
蕃
山
の
「
性
」
に
お
け
る
「
至
誠
無
息
」
は
、
も
は
や
活
動
の
合

法
則
性
と
こ
の
合
法
則
的
な
活
動
の
自
発
的
持
続
と
い
う
『
中
庸
』

無
息
」
と
違
っ
て
、
人
間
の
営
み
に
か
か
わ
る
朱
臺
の
「
至
誠
無
息
」

は
、
聖
人
に
し
か
許
さ
れ
な
い
行
為
の
極
致
で
あ
り
、
常
人
の
内
外

両
面
に
か
か
わ
る
実
践
の
目
標
で
あ
っ
た
。

三
蕃
山
思
想
の
独
自
性
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本
来
の
意
味
で
は
な
く
、
「
貧
富
」
と
い
っ
た
外
物
へ
の
「
無
欲
」
、

つ
ま
り
想
念
の
滅
却
と
「
職
分
」
へ
の
「
勤
動
」
、
つ
ま
り
職
務
上

の
義
務
の
持
続
的
履
行
と
い
う
意
味
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、

朱
喜
の
「
性
」
は
「
太
極
」
に
原
因
さ
れ
た
「
仁
義
礼
智
」
を
内
容

と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
『
周
易
』
解
釈
に
お
け
る
蕃
山
の
独
自
性
は
、

こ
の
「
太
極
」
に
対
す
る
解
釈
に
端
的
に
現
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ

し
‐
李
萢
『
ノ
Ｏ
こ
の
「
至
誠
無
息
」
を
特
性
と
す
る
「
太
極
」
の
解
釈
、
そ
し
て

「
太
極
」
か
ら
流
出
し
た
、
「
至
誠
無
息
」
を
内
容
と
す
る
「
性
」
の

解
釈
に
お
け
る
蕃
山
の
独
自
性
Ｉ
朱
喜
と
の
相
違
ｌ
に
含
ま
れ

る
意
義
は
大
き
か
っ
た
。

ま
ず
、
朱
喜
の
「
太
極
」
に
は
世
界
の
構
造
を
体
系
的
に
説
明
し

よ
う
と
す
る
形
而
上
的
な
意
味
が
あ
っ
た
。
こ
の
意
味
に
お
け
る
「
太

極
」
は
、
存
在
に
対
す
る
原
理
の
具
現
者
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
「
太

極
」
は
、
種
々
の
事
物
が
互
い
に
異
な
っ
て
い
る
、
い
わ
ば
多
様
性

の
世
界
を
予
想
す
る
。
「
太
極
」
の
こ
の
哲
学
的
な
意
味
は
、
「
理
一

分
殊
」
と
い
う
朱
薑
哲
学
の
テ
ー
ゼ
に
如
実
に
示
さ
れ
て
い
る
。
す

な
わ
ち
同
一
の
「
太
極
」
か
ら
の
流
出
で
あ
る
天
地
万
物
の
本
性
は

（
７
）

気
の
作
用
に
よ
っ
て
個
性
化
さ
れ
て
い
る
の
で
、
同
一
の
「
太
極
」

か
ら
の
賦
与
だ
か
ら
と
い
っ
て
も
、
万
物
の
本
性
は
同
一
の
も
の
で

は
な
い
。
朱
喜
の
「
格
物
窮
理
」
と
い
う
人
間
界
の
事
柄
だ
け
で
な

く
自
然
界
の
事
象
を
も
認
識
せ
よ
と
い
う
テ
ー
ゼ
は
、
ま
さ
に
こ
の

「
理
一
分
殊
」
の
「
太
極
」
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
た
世
界
の
多
様
性

（
８
）

と
人
性
の
多
様
性
と
を
前
提
と
し
て
は
じ
め
て
成
り
立
つ
も
の
な
の

で
あ
ろ
う
。
こ
の
意
味
で
朱
喜
の
「
太
極
」
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
た

世
界
で
は
、
既
知
の
も
の
も
あ
れ
ば
未
知
の
も
の
も
含
ま
れ
て
い
る

も
の
と
な
る
。
朱
臺
の
「
太
極
」
に
よ
っ
て
結
果
さ
れ
た
世
界
は
一

つ
の
分
化
さ
れ
た
全
体
で
あ
る
。

こ
れ
に
対
し
て
、
蕃
山
の
「
至
誠
無
息
」
に
よ
っ
て
限
定
さ
れ
た

「
太
極
」
は
、
世
界
の
構
造
を
体
系
的
に
説
明
す
る
最
高
範
晴
と
し

て
の
形
而
上
的
な
意
味
が
解
消
す
る
。
な
ぜ
な
ら
世
界
の
規
定
者
と

し
て
の
「
太
極
」
は
、
「
至
誠
無
息
」
と
い
う
特
性
を
与
え
ら
れ
た

こ
と
に
よ
り
、
世
界
を
説
明
す
る
資
格
を
放
棄
せ
ざ
る
を
え
な
い
か

（
９
）

ら
で
あ
る
。
言
い
か
え
れ
ば
「
至
誠
無
息
」
を
本
性
と
し
な
い
も
の

も
あ
る
世
界
と
い
う
全
体
は
、
「
至
誠
無
息
」
と
い
う
個
別
を
以
て

説
明
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
あ
る
。
蕃
山
の
「
太
極
」
が
混
沌

か
ら
世
界
を
創
造
し
一
物
か
ら
万
物
を
生
成
す
る
と
い
う
「
太
極
」

本
来
の
意
味
を
失
っ
た
結
果
、
蕃
山
の
「
太
極
」
に
よ
っ
て
貫
通
さ

れ
て
い
る
世
界
で
は
、
「
至
誠
無
息
」
以
外
の
性
質
が
な
い
の
で
分

化
が
な
い
。
「
至
誠
無
息
」
に
よ
っ
て
貫
通
さ
れ
て
い
る
万
物
で
は
、

、
、

「
至
誠
無
息
」
と
い
う
同
一
の
性
質
し
か
な
い
の
で
、
異
性
の
存
在

、
、

を
予
想
す
る
個
性
が
な
い
。
分
化
の
な
い
世
界
は
世
界
で
は
な
く
混

沌
で
あ
り
、
個
性
の
な
い
万
物
は
万
物
で
は
な
く
一
物
で
あ
る
。
蕃

山
の
「
太
極
」
に
よ
っ
て
結
果
さ
れ
た
世
界
は
、
一
つ
の
分
化
さ
れ
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て
い
な
い
混
沌
の
世
界
で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。

こ
の
世
界
に
混
沌
を
も
た
ら
し
万
物
か
ら
個
性
を
な
く
し
た
蕃
山

の
「
太
極
」
が
人
間
に
も
た
ら
し
た
結
果
は
、
行
為
に
お
け
る
非
複

数
で
同
種
性
と
い
う
意
味
の
単
一
化
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
外
物

へ
の
想
念
を
滅
却
し
た
ま
ま
で
最
大
限
に
自
ら
の
「
職
分
」
に
専
念

す
る
だ
け
で
事
足
り
る
よ
う
な
単
一
的
な
人
間
の
創
出
で
あ
っ
た
。

一
方
、
「
理
一
分
殊
」
の
「
太
極
」
は
「
格
物
致
知
」
と
い
う
テ
ー

ゼ
を
結
果
す
る
の
に
対
し
て
、
「
理
一
分
一
」
の
蕃
山
の
「
太
極
」
は
、

「
格
物
致
知
」
と
い
う
テ
ー
ゼ
を
成
り
立
た
せ
な
い
。
事
物
に
対
す

る
認
識
の
必
要
性
は
事
物
に
対
す
る
無
知
を
前
提
と
す
る
、
「
至
誠

無
息
」
を
内
包
と
す
る
蕃
山
の
「
太
極
」
に
統
制
さ
れ
て
い
る
自
然

界
と
人
間
界
は
、
「
至
誠
無
息
」
と
い
う
内
容
を
以
っ
て
既
知
の
も

の
と
な
っ
て
い
る
以
上
、
こ
れ
を
認
識
す
る
必
然
性
は
、
も
は
や
ど

こ
に
も
な
い
。
そ
の
結
果
、
蕃
山
の
「
太
極
」
に
よ
っ
て
貫
通
さ
れ

て
い
る
世
界
は
物
事
を
認
識
す
る
必
要
性
の
な
い
世
界
と
な
る
。

次
に
、
朱
喜
の
「
太
極
」
に
は
人
間
の
行
為
を
動
機
づ
け
る
原
因

と
し
て
の
実
践
的
な
意
味
が
あ
っ
た
。
こ
の
意
味
に
お
け
る
「
太
極
」

は
「
性
」
と
し
て
働
く
。
「
性
」
に
は
三
つ
の
次
元
が
あ
る
。
す
な

わ
ち
心
の
本
体
と
し
て
の
「
仁
義
礼
智
」
、
心
の
作
用
と
し
て
の
情

動
「
側
隠
・
差
悪
・
辞
遜
・
是
非
」
と
、
行
為
の
規
範
と
し
て
の
父

、

の
慈
、
子
の
孝
、
兄
の
良
、
弟
の
弟
、
夫
の
義
、
妻
の
聴
、
長
の
恵
、

、
（
岨
）

幼
の
順
、
君
の
仁
、
臣
の
忠
と
い
う
次
元
で
あ
る
。
朱
喜
で
は
、
行

為
の
規
範
と
し
て
の
「
忠
孝
」
は
、
行
為
の
内
容
で
は
な
く
行
為
の

前
提
で
あ
る
。
そ
こ
で
は
主
体
が
家
庭
的
、
社
会
的
、
政
治
的
、
経

済
的
、
娯
楽
的
、
生
産
的
な
ど
い
か
な
る
種
類
の
活
動
を
行
う
に
当

た
っ
て
も
、
つ
ね
に
自
ら
の
本
性
の
各
種
の
様
相
で
あ
る
「
忠
孝
」

を
前
提
と
す
る
こ
と
が
要
請
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
の
前
提
を
前
提
と
し

た
場
合
、
主
体
に
よ
っ
て
あ
る
行
為
が
合
法
則
的
だ
と
判
断
さ
れ
れ

ば
そ
の
行
為
が
実
践
さ
れ
る
。
反
対
に
そ
の
行
為
が
反
法
則
的
だ
と

判
断
さ
れ
れ
ば
そ
の
行
為
が
停
止
さ
れ
る
。
故
に
朱
臺
で
は
「
性
」

と
の
関
係
如
何
に
よ
っ
て
、
生
起
す
る
行
為
も
あ
れ
ば
生
起
し
な
い

行
為
も
あ
る
。
「
性
」
か
ら
の
流
出
で
あ
る
行
為
の
前
提
の
規
範
が

絶
対
的
な
も
の
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
行
為
そ
の
も
の
が
相
対
的
な

も
の
に
過
ぎ
な
い
か
ら
で
あ
る
。

こ
れ
に
対
し
て
、
蕃
山
の
「
太
極
」
は
、
形
而
上
的
な
意
味
が
弱

か
っ
た
か
わ
り
に
、
人
間
の
行
為
を
動
機
づ
け
る
原
因
と
し
て
の
実

践
的
な
意
味
が
強
か
っ
た
。
こ
の
意
味
に
お
け
る
「
太
極
」
が
「
性
」

と
し
て
働
く
こ
と
は
、
朱
喜
の
そ
れ
と
変
わ
ら
な
い
。
し
か
し
な
が

ら
、
本
体
・
情
動
・
規
範
の
三
次
元
の
朱
臺
の
「
性
」
と
違
っ
て
、

蕃
山
の
「
性
」
は
、
心
の
本
体
と
し
て
の
「
至
誠
無
息
」
と
行
為
の

規
範
と
し
て
の
「
無
欲
勤
動
」
と
い
う
二
つ
の
次
元
し
か
な
い
。
情

動
と
し
て
の
「
側
隠
、
差
悪
、
辞
遜
、
是
非
」
が
抜
け
て
い
る
わ
け

で
あ
る
。
「
側
隠
、
差
悪
、
辞
遜
、
是
非
」
と
い
う
情
動
は
、
「
至
誠

無
息
」
の
「
性
」
で
は
な
く
「
仁
義
礼
智
」
の
「
性
」
に
引
き
起
こ
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さ
れ
た
も
の
だ
か
ら
当
然
で
あ
る
。
こ
の
情
動
と
し
て
の
「
側
隠
、

差
悪
、
辞
遜
、
是
非
」
が
抜
け
た
結
果
、
「
忠
孝
」
と
い
う
朱
喜
の

よ
う
な
行
為
に
お
け
る
前
提
と
し
て
の
徳
目
が
予
想
さ
れ
な
い
。
そ

の
か
わ
り
に
、
「
貧
富
」
へ
の
「
無
欲
」
と
、
「
職
分
」
へ
の
「
勤
動
」

が
「
性
」
か
ら
の
規
範
と
し
て
登
場
す
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
蕃
山

に
お
け
る
規
範
と
し
て
の
「
無
欲
勤
動
」
そ
れ
自
体
が
目
的
と
な
っ

た
の
で
、
「
無
欲
勤
動
」
の
規
範
と
し
て
の
性
質
を
失
っ
て
し
ま
う
。

な
ぜ
な
ら
、
規
範
の
本
質
は
如
何
な
る
具
体
的
な
行
為
に
も
関
わ
ら

（
皿
）

な
い
も
の
だ
か
ら
で
あ
る
。
い
い
か
え
れ
ば
、
蕃
山
の
「
無
欲
勤
動
」

は
、
家
庭
的
、
社
会
的
、
政
治
的
、
経
済
的
、
娯
楽
的
、
生
産
的
と

い
う
よ
う
な
種
々
の
活
動
に
お
い
て
、
そ
れ
ら
の
活
動
の
前
提
で
は

な
く
、
そ
れ
ら
の
活
動
の
中
の
特
に
生
産
的
な
活
動
を
指
定
す
る
こ

と
に
よ
り
自
我
目
的
化
し
た
の
で
、
規
範
た
る
所
以
を
失
っ
た
の
で

斗
衲
｝
ブ
（
》
○

か
く
し
て
、
朱
喜
で
は
活
動
が
手
段
的
、
相
対
的
な
も
の
で
あ
り
、

規
範
が
目
的
的
、
絶
対
的
な
も
の
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
蕃
山
で
は

活
動
が
目
的
的
、
絶
対
的
な
も
の
と
な
る
。
ま
た
朱
喜
で
は
活
動
は

「
性
」
と
の
関
係
如
何
に
よ
っ
て
生
起
し
な
い
こ
と
も
あ
り
う
る
の

に
対
し
て
、
蕃
山
で
は
活
動
自
体
が
目
的
で
あ
る
の
で
、
絶
対
に
生

起
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
と
な
る
。

こ
の
よ
う
に
、
「
性
」
か
ら
帰
結
さ
れ
る
活
動
に
お
い
て
、
朱
臺

の
そ
れ
は
人
間
の
あ
ら
ゆ
る
活
動
を
含
ん
だ
全
体
的
で
条
件
つ
き
の

さ
て
、
「
貧
富
」
へ
の
「
無
欲
」
を
意
味
す
る
「
至
誠
」
と
「
職
分
」

へ
の
「
勤
動
」
を
意
味
す
る
「
無
息
」
を
特
性
と
す
る
「
太
極
」
の

解
釈
に
象
徴
さ
れ
て
い
る
『
周
易
』
解
釈
に
お
け
る
蕃
山
の
独
自
性

ｌ
蕃
山
の
思
想
を
ど
の
よ
う
に
性
格
付
け
れ
ば
い
い
の
か
。
次
の
文

が
参
考
に
な
ろ
う
。

予
た
ま
た
ま
大
道
を
い
は
ん
と
し
、
行
は
ん
と
す
れ
ば
、
荘
老

の
道
也
、
異
端
也
、
な
ど
い
ひ
、
あ
ら
ぬ
そ
し
り
ま
で
も
つ
け

、
、
、
、

ま
し
侍
り
。
：
．
実
は
老
荘
に
も
、
何
に
も
あ
ら
ず
、
上
天
の
時

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

に
の
っ
と
り
、
下
水
士
に
よ
る
の
大
道
也
。
（
二
『
集
義
外
書
』

巻
十
、
一
七
二
’
一
七
五
頁
）

、
、
、
、
、
、
、
、

天
地
の
神
道
を
大
道
と
云
、
我
国
に
は
日
本
の
水
士
に
よ
る
の

神
道
あ
り
。
大
道
は
名
な
け
れ
共
、
我
国
の
道
な
れ
ば
、
や
む

こ
と
を
得
ず
し
て
と
ら
ば
、
神
道
を
と
る
べ
し
。
（
二
『
集
義
外

書
』
巻
六
、
一
二
頁
）

、
、

儒
道
と
い
ふ
は
、
道
の
す
た
れ
た
る
名
也
。
大
道
に
は
名
な
く

、
、
、
、
、

定
法
な
し
。
天
地
の
神
道
は
、
時
に
中
し
て
行
は
れ
ず
と
い
ふ

処
な
し
。
（
二
『
集
義
外
書
』
巻
十
、
一
八
三
頁
）

活
動
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
蕃
山
の
そ
れ
は
生
産
的
活
動
に
限
定
さ

れ
た
局
所
的
で
条
件
ぬ
き
の
活
動
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

四
蕃
山
思
想
の
性
格
付
け
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蕃
山
は
自
ら
の
思
想
の
老
荘
説
を
否
定
す
る
一
方
で
、
そ
れ
を
「
上

天
の
時
に
の
っ
と
り
、
下
水
士
に
よ
る
の
大
道
」
、
す
な
わ
ち
日
本

（
吃
）

の
風
土
的
条
件
を
配
慮
し
た
「
大
道
」
と
し
「
天
地
の
神
道
」
と
す

る
。
「
天
地
の
神
道
」
と
は
、

天
地
は
害
な
り
。
万
物
は
文
字
な
り
。
春
夏
秋
冬
行
は
れ
、
日

月
か
は
る
か
は
る
明
か
な
り
。
こ
れ
神
道
也
。
（
『
集
義
和
書
』
巻

十
六
、
二
八
一
頁
）

、
、
、
、
、

夫
道
は
天
地
の
神
道
也
、
…
天
地
の
神
道
は
形
象
な
く
し
て
、

人
々
の
性
と
な
る
。
（
五
『
三
輪
物
語
』
巻
三
、
二
四
一
頁
）

問
、
其
神
道
い
か
ん
。
云
、
君
仁
人
に
し
て
仁
政
を
行
ひ
給
ふ

く
し
。
貴
賤
男
女
儒
者
仏
者
と
も
に
皆
仁
政
の
中
に
養
は
れ
て
、

、善
を
す
る
こ
と
を
楽
し
む
べ
し
。
（
四
『
論
語
小
解
』
一
八
四
頁
）

と
あ
る
よ
う
に
、
そ
の
拠
り
所
か
ら
言
え
ば
、
天
地
の
運
行
で
あ
り
、

人
間
と
の
関
係
か
ら
言
え
ば
「
性
」
の
内
容
と
な
り
「
善
」
の
実
践

と
な
る
。

す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
蕃
山
の
「
性
」
は
、
「
貧
富
」
へ
の
「
無

欲
」
と
「
職
分
」
へ
の
「
勤
動
」
を
内
容
と
す
る
「
至
誠
無
息
」
の

「
性
」
で
あ
り
、
蕃
山
の
「
善
」
は
、
「
職
分
」
へ
の
「
勤
動
」
の
「
善
」

で
あ
っ
た
の
で
、
蕃
山
が
い
う
「
神
道
」
は
、
「
貧
富
」
へ
の
「
無
欲
」

と
「
職
分
」
へ
の
「
勤
動
」
を
原
理
と
す
る
教
説
で
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
こ
の
よ
う
に
、
「
太
極
」
の
解
釈
に
象
徴
さ
れ
て
い
る
『
周
易
』

解
釈
に
お
け
る
蕃
山
の
独
自
性
ｌ
蕃
山
の
思
想
は
、
ほ
か
な
ら
ぬ
神

道
学
で
あ
っ
た
。
こ
の
神
道
学
は
、

問
、
道
は
い
か
や
う
な
る
事
ぞ
や
。
云
、
道
は
人
の
道
な
れ
ば

、
、
、

い
か
や
う
な
る
こ
と
と
い
ふ
こ
と
も
な
し
。
人
の
道
は
則
太
虚

の
神
道
也
。
吾
道
の
人
の
道
の
と
い
ふ
こ
と
は
な
き
也
。
儒
者

仏
者
と
名
の
付
こ
と
も
無
我
の
人
始
て
此
朝
へ
わ
た
り
た
ら
ぱ

儒
者
仏
者
と
い
ふ
こ
と
は
云
ま
じ
き
也
。
そ
の
ま
、
神
道
を
た

て
、
其
費
を
す
ぐ
い
て
を
く
く
し
。
我
等
も
は
じ
め
っ
か
た
は

仏
者
に
つ
き
て
聞
し
か
ど
も
、
よ
き
仏
者
に
あ
は
ざ
る
故
や
ら

ん
。
合
点
も
ゆ
か
ざ
る
故
に
、
聖
賢
の
書
に
よ
り
て
少
心
得
も

出
来
た
る
也
。
お
な
じ
く
は
神
道
の
事
を
よ
く
知
て
、
奥
底
な

く
秘
密
の
事
を
も
残
さ
ず
い
ひ
き
か
す
る
も
の
あ
ら
ば
、
そ
れ

、
、
、
、
、
、
、
、
、

に
よ
り
て
神
道
に
て
儒
耆
を
か
ら
ず
万
世
ま
で
も
教
に
な
る
様

に
し
て
を
き
た
き
こ
と
な
れ
ど
も
、
左
様
な
る
も
の
に
は
あ
は

ざ
る
故
無
是
非
也
。
（
五
『
息
先
生
道
談
』
三
六
二
頁
）

と
あ
る
よ
う
に
、
「
万
世
ま
で
も
教
に
な
」
れ
な
い
、
時
の
仏
教
、

儒
教
、
神
道
に
深
く
失
望
し
て
い
た
蕃
山
が
創
出
し
よ
う
と
し
た
「
人

の
道
」
、
す
な
わ
ち
当
為
の
教
説
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
蕃
山
の
思
想
を
神
道
学
と
し
た
本
稿
の
結
論
は
、
蕃

山
の
思
想
に
関
す
る
従
来
の
性
格
づ
け
と
は
違
う
。
蕃
山
の
思
想
は

む
す
び
に
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朱
子
学
的
と
さ
れ
た
り
陽
明
学
的
と
さ
れ
た
り
ま
た
老
荘
的
と
さ
れ

た
り
し
て
き
た
か
ら
で
あ
る
。
蕃
山
の
思
想
を
神
道
学
と
性
格
づ
け

る
に
は
、
蕃
山
思
想
の
朱
子
学
説
・
陽
明
学
説
・
老
荘
学
説
と
い
う

議
論
を
片
づ
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

と
こ
ろ
で
、
蕃
山
思
想
の
朱
子
学
説
・
陽
明
学
説
・
老
荘
学
説
と

い
う
議
論
は
、
い
ず
れ
も
真
新
し
い
も
の
で
は
な
い
。
蕃
山
が
存
命

中
に
す
で
に
存
在
し
て
い
た
議
論
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

、
、
、
、
、

先
生
壮
歳
自
学
藤
樹
至
易
寶
殆
四
十
有
余
、
：
．
貴
朱
王
之
学
、

窮
天
下
之
理
、
矯
陥
格
拘
外
之
弊
、
解
害
淫
徒
善
之
惑
。
（
六
『
熊

（
蝿
）

沢
先
生
行
状
』
一
四
七
頁
）

、
、
、
、
、

問
、
貴
老
を
も
王
子
の
学
者
と
申
者
あ
り
。
（
二
『
集
義
外
書
』

巻
六
、
一
○
八
頁
）

、
、
、

拙
者
を
も
世
間
に
は
心
学
者
と
申
と
承
候
。
（
一
初
版
『
集
義
和
書
』

巻
一
、
一
七
頁
）

、
、
、
、

心
友
問
、
世
の
学
者
の
い
へ
る
は
、
貴
老
の
道
学
は
老
荘
の
道

に
近
し
、
：
．
貴
老
は
聡
明
の
質
な
る
に
、
異
端
に
落
給
ふ
は
あ

た
ら
事
也
。
（
二
『
集
義
外
書
』
巻
十
、
一
七
二
’
一
七
三
頁
）

と
い
う
の
が
そ
れ
で
あ
る
。
も
し
蕃
山
の
個
別
的
な
著
作
だ
け
で
な

く
、
そ
の
全
部
の
、
少
な
く
と
も
そ
の
主
な
も
の
を
精
読
す
れ
ば
、

蕃
山
の
時
代
か
ら
近
年
ま
で
絶
え
ず
繰
返
さ
れ
て
き
た
上
述
の
朱
子

学
説
、
陽
明
学
説
、
老
荘
学
説
と
い
う
議
論
は
、
蕃
山
思
想
の
本
質

を
捕
え
た
蕃
山
の
実
像
で
は
な
く
、
蕃
山
の
著
書
へ
の
徹
底
的
な
読

解
を
し
な
か
っ
た
こ
と
に
よ
る
単
な
る
虚
構
に
す
ぎ
な
い
こ
と
に
気

づ
く
で
あ
ろ
う
。

自
ら
の
思
想
を
朱
子
学
説
・
陽
明
学
説
・
老
荘
学
説
と
さ
れ
た
蕃

山
は
、
次
の
よ
う
な
発
言
を
行
っ
て
い
る
。

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

、
、
、
、

愚
は
朱
子
に
も
と
ら
ず
、
陽
明
に
も
と
ら
ず
、
た
ず
古
の
聖
人

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

に
取
て
用
ひ
侍
る
な
り
。
道
統
の
伝
の
よ
り
来
る
こ
と
、
朱
．

、
、
、
、
、

王
共
に
同
じ
、
其
言
は
時
に
よ
っ
て
発
す
る
成
く
し
。
（
『
集
義

和
書
』
巻
八
、
一
四
一
頁
）

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

問
、
貴
老
を
も
王
子
の
学
者
と
申
者
あ
り
。
日
、
し
か
ら
む
、

我
年
た
け
て
問
学
せ
ん
と
す
。
．
：
二
十
二
歳
の
時
、
初
て
四
書

の
文
字
読
を
習
い
。
…
二
十
四
の
七
月
高
嶋
に
行
て
、
中
江
氏

に
逢
て
、
…
其
比
中
江
氏
、
王
子
の
書
を
見
て
、
良
知
の
旨
を

よ
ろ
こ
び
、
予
に
も
亦
さ
と
さ
れ
き
。
…
其
時
は
良
知
の
旨
に

專
な
り
き
。
…
幾
程
も
な
く
て
、
中
江
氏
死
去
な
り
き
。
…
中

江
氏
存
生
の
時
は
、
予
を
始
と
し
て
皆
粗
学
の
者
ど
も
な
れ
ば
、

ゆ
る
さ
る
べ
き
者
一
人
も
な
か
り
し
に
、
中
江
氏
の
名
に
よ
っ

て
、
江
西
の
学
者
の
、
名
の
実
に
過
た
る
こ
と
十
百
倍
な
れ
ば
、

つ
い
え
も
ま
た
大
な
り
。
予
が
見
に
も
、
人
の
上
に
も
学
流
の

異
端
に
ち
か
き
所
あ
る
を
見
、
注
を
し
り
ぞ
け
、
末
書
を
す
て
、
、

聖
経
の
み
見
れ
ば
、
朱
子
・
王
子
共
に
聖
経
に
を
き
て
全
か
ら

ず
。
い
づ
れ
を
も
助
と
は
な
す
べ
し
、
堯
舜
を
師
と
し
て
あ
や

ま
て
る
も
の
は
あ
る
べ
か
ら
ず
。
如
此
見
と
り
て
後
は
関
東
へ
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、
、
、
、
、
、
、

も
ゆ
か
ず
、
病
者
と
成
て
人
に
も
あ
は
ず
、
た
だ
人
の
知
所
は
、

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

む
か
し
の
あ
や
ま
り
な
り
。
（
二
『
集
義
外
書
』
巻
六
、
一
○
八
頁
）

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

拙
者
を
も
世
間
に
は
心
学
者
と
申
と
承
候
。
初
学
の
時
心
得
そ

、
、
、
、

、
、
、
、

こ
な
ひ
て
、
み
つ
か
ら
ま
ね
き
た
る
事
に
候
へ
共
、
近
年
は
心

、
、
、
、
、
、
、
、

学
の
名
同
心
に
無
之
。
（
初
版
『
集
義
和
書
』
巻
一
、
一
七
頁
）

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

心
友
問
、
世
の
学
者
の
い
へ
る
は
、
貴
老
の
道
学
は
老
荘
の
道

、
、
、

に
近
し
、
…
答
云
、
・
・
・
予
が
見
る
処
は
、
今
の
王
学
朱
学
、
格

法
な
ど
い
ふ
も
の
は
、
た
ず
一
流
の
学
た
る
べ
し
。
：
．
も
し
国

主
世
主
な
ど
、
す
こ
し
用
給
は
守
少
害
あ
る
べ
し
。
多
用
給
は
守

大
に
害
あ
る
べ
し
。
…
予
た
ま
た
ま
大
道
を
い
は
ん
と
し
、
行

は
ん
と
す
れ
ば
、
荘
老
の
道
也
、
異
端
也
、
な
ど
い
ひ
、
あ
ら

ぬ
そ
し
り
ま
で
も
つ
け
ま
し
侍
り
。
…
予
は
一
人
に
し
て
助
な

し
。
彼
は
助
多
け
れ
ば
、
終
に
悪
名
を
か
う
ぶ
り
て
独
身
と
な

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

り
ぬ
。
…
実
は
老
荘
に
も
、
何
に
も
あ
ら
ず
、
上
天
の
時
に
の

、
、

っ
と
り
、
下
水
士
に
よ
る
の
大
道
也
。
（
二
『
集
義
外
書
』
巻
十
、

一
七
二
’
一
七
五
頁
）

蕃
山
の
思
想
は
、
ま
ず
「
愚
は
朱
子
に
も
と
ら
ず
」
と
あ
る
よ
う

に
、
ま
ず
朱
子
学
的
で
な
い
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
こ
れ
は
、

『
周
易
』
解
釈
に
お
い
て
蕃
山
が
朱
喜
の
「
周
易
』
解
釈
を
参
考
と

し
な
が
ら
も
独
自
の
解
釈
も
打
ち
出
し
た
と
い
う
本
稿
の
論
旨
と
も

一
致
す
る
。

次
に
「
貴
老
を
も
王
子
の
学
者
と
申
者
あ
り
」
「
拙
者
を
も
世
間

に
は
心
学
者
と
申
と
承
候
」
と
い
う
世
間
の
「
心
学
者
」
論
に
対
し

て
、
蕃
山
が
「
愚
は
…
陽
明
に
も
と
ら
ず
」
と
明
言
し
た
り
、
「
た

だ
人
の
知
所
は
、
む
か
し
の
あ
や
ま
り
な
り
」
「
初
学
の
時
心
得
そ

こ
な
ひ
て
、
…
近
年
は
心
学
の
名
同
心
に
無
之
」
と
否
定
し
た
り
す

る
よ
う
に
、
蕃
山
の
思
想
は
、
陽
明
学
的
で
な
い
こ
と
も
明
ら
か
で

あ
る
。さ
ら
に
、
「
貴
老
の
道
学
は
老
荘
の
道
に
近
し
」
と
い
う
世
間
の

議
論
に
対
し
て
、
「
実
は
老
荘
に
も
、
何
に
も
あ
ら
ず
」
と
い
う
蕃

山
の
弁
明
が
あ
る
よ
う
に
、
蕃
山
の
思
想
は
、
老
荘
的
で
も
な
い
こ

と
も
明
ら
か
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
蕃
山
の
思
想
は
、
朱
子
学
的

で
も
陽
明
学
的
で
も
ま
た
老
荘
的
で
も
な
く
、
「
貧
富
」
へ
の
「
無
欲
」

と
「
職
分
」
へ
の
「
勤
動
」
と
い
う
意
味
の
「
至
誠
無
息
」
を
原
理

と
す
る
神
道
学
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

自
ら
の
思
想
は
朱
子
学
・
陽
明
学
・
老
荘
学
な
ど
い
ず
れ
の
部
類

に
も
入
れ
ら
れ
る
べ
き
も
の
で
は
な
く
、
「
古
の
聖
人
」
の
教
説
を
「
天

の
時
」
「
水
士
」
と
い
う
日
本
の
現
実
的
状
況
と
結
び
付
け
る
こ
と

に
よ
っ
て
案
出
さ
れ
た
全
く
独
創
的
な
も
の
で
あ
る
点
を
自
覚
し
て

い
た
か
ら
こ
そ
、
蕃
山
が
「
古
の
聖
人
に
取
て
用
ひ
侍
る
な
り
。
道

統
の
伝
の
よ
り
来
る
こ
と
、
朱
・
王
共
に
同
じ
」
と
い
っ
て
、
自
分

は
朱
喜
や
陽
明
と
同
じ
く
「
道
統
」
の
継
承
者
で
あ
る
と
い
う
自
負

的
な
発
言
を
樟
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
な
ぜ
蕃
山
は
自
ら
を
「
道

統
」
の
継
承
者
と
位
置
づ
け
た
の
か
。
蕃
山
的
儒
学
ｌ
神
道
学
を
成
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り
立
た
せ
た
方
法
に
関
わ
る
問
題
な
の
で
触
れ
な
い
で
は
い
ら
れ
な

い
○
朱
喜
と
陽
明
を
論
じ
た
蕃
山
の
発
言
に
は
次
の
よ
う
な
も
の
が
あ

る
。

、
、

古
今
聖
経
を
注
し
て
人
を
し
て
文
義
に
取
入
し
む
る
は
朱
子
に

し
く
は
な
し
。
…
朱
注
に
よ
っ
て
聖
語
の
あ
ら
ま
し
を
得
て
後
、

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

多
く
聖
語
に
わ
た
り
ぬ
れ
ば
経
を
以
経
を
解
て
、
聖
人
の
語
意

、
、
、

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

に
通
ず
べ
し
。
…
直
に
聖
人
に
対
し
た
て
ま
つ
る
が
ご
と
き
事

有
。
（
二
「
集
義
外
書
』
巻
八
、
一
四
○
頁
）

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

愚
は
…
た
蜜
古
の
聖
人
に
と
り
て
用
ひ
侍
る
也
。
道
統
の
伝
の

よ
り
来
る
こ
と
、
朱
王
共
に
同
し
。
（
二
『
集
義
外
書
』
巻
八
、
一

四
三
’
一
四
四
頁
）

朱
子
・
王
子
共
に
聖
経
に
を
き
て
全
か
ら
ず
。
い
づ
れ
を
も
助

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

と
は
な
す
べ
し
、
堯
舜
を
師
と
し
て
あ
や
ま
て
る
も
の
は
あ
る

、
、
、
、

べ
か
ら
ず
。
（
前
出
）

こ
こ
で
蕃
山
は
朱
喜
の
思
想
を
評
価
し
て
い
な
が
ら
も
、
「
聖
経
」

を
理
解
す
る
補
助
的
な
手
段
と
す
べ
し
と
す
る
一
方
で
、
「
直
に
聖

人
に
対
し
た
て
ま
る
る
」
「
た
曾
古
の
聖
人
に
と
り
て
用
ひ
侍
る
」

「
堯
舜
を
師
と
し
て
あ
や
ま
て
る
も
の
は
あ
る
べ
か
ら
ず
」
と
主
張

す
る
。
す
な
わ
ち
、
「
経
を
以
経
を
解
て
、
聖
人
の
語
意
に
通
ず
」

と
い
う
方
法
で
、
直
接
に
「
聖
経
」
、
つ
ま
り
儒
教
原
典
を
解
釈
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
堯
舜
な
ど
の
聖
人
に
師
事
し
よ
う
と
い
う
の
で

あ
る
。
「
道
統
」
の
継
承
者
と
し
て
の
蕃
山
の
自
負
は
、
自
ら
の
思

想
が
直
接
に
聖
人
を
解
釈
し
て
体
得
し
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
自
覚

の
発
露
で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。

も
し
古
学
派
と
い
う
江
戸
時
代
に
起
っ
た
儒
学
の
一
派
を
指
す
言

葉
を
、
朱
子
学
、
陽
明
学
な
ど
の
性
理
学
に
対
し
て
、
宋
代
の
注
釈

に
よ
ら
ず
儒
教
経
書
の
直
接
研
究
に
よ
り
孔
孟
の
真
意
を
探
究
し
よ

う
と
す
る
も
の
と
す
れ
ば
、
「
経
を
以
経
を
解
て
、
聖
人
の
語
意
に

通
ず
」
と
い
う
方
法
で
、
儒
教
原
典
へ
の
直
接
的
な
解
釈
を
主
張
す

る
蕃
山
を
、
古
学
派
の
先
駆
者
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。

も
し
そ
う
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
『
中
庸
』
の
「
至
誠
無
息
」
を
流
用

し
て
『
周
易
』
の
「
太
極
」
を
解
釈
し
た
営
み
は
、
そ
の
「
経
を
以

経
を
解
て
、
聖
人
の
語
意
に
通
ず
」
と
い
う
古
学
派
的
な
方
法
の
実

（
Ｍ
）

践
で
あ
っ
た
と
言
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。

以
上
で
明
ら
か
に
な
っ
た
よ
う
に
、
蕃
山
の
思
想
は
、
そ
の
主
体

的
な
理
解
に
よ
っ
て
経
耆
を
解
釈
し
よ
う
と
い
う
方
法
で
築
き
あ
げ

ら
れ
た
も
の
で
あ
る
点
か
ら
す
れ
ば
古
学
派
的
で
あ
っ
た
。
そ
の
儒

教
経
耆
の
意
味
を
日
本
の
風
土
的
条
件
に
合
わ
せ
て
解
釈
し
た
も
の

（
胴
）

で
あ
る
点
か
ら
す
れ
ば
神
道
学
で
あ
っ
た
。
江
戸
時
代
を
生
き
た
蕃

山
は
、
江
戸
時
代
に
特
有
な
問
題
を
自
ら
の
蕃
山
的
儒
学
に
よ
っ
て

解
決
し
よ
う
と
し
た
神
道
学
の
蕃
山
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
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註
（
１
）
儒
教
経
書
と
蕃
山
思
想
と
の
関
係
は
、
蕃
山
の
代
表
的
な
著
書

『
集
義
和
書
』
の
多
く
の
部
分
が
、
『
四
書
』
、
『
易
経
』
、
『
詩
経
』
に

対
す
る
解
釈
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
と
い
う
事
実
か
ら
も
伺
え
る
。

た
と
え
ば
そ
の
「
巻
七
」
は
『
易
経
』
「
繋
辞
」
か
ら
、
「
巻
十
六
」

は
『
詩
経
』
「
国
風
」
か
ら
の
抜
粋
に
解
釈
を
施
し
た
内
容
か
ら
な

っ
て
い
る
と
い
っ
た
具
合
で
あ
る
。

（
２
）
『
集
義
和
書
』
巻
八
、
一
三
四
頁
（
後
藤
陽
一
他
校
注
、
日
本

思
想
大
系
釦
『
熊
沢
蕃
山
』
、
岩
波
書
店
、
一
九
七
一
年
）
。
本
稿
が

使
用
し
た
蕃
山
関
係
の
資
料
で
は
、
『
集
義
和
書
』
『
集
義
和
書
（
補
）
』

『
大
学
或
問
』
は
大
系
本
の
『
熊
沢
蕃
山
』
、
そ
の
他
は
す
べ
て
正
宗

敦
夫
編
『
蕃
山
全
集
』
（
名
著
出
版
、
一
九
八
○
年
）
に
よ
る
。
『
蕃

山
全
集
』
を
表
記
す
る
場
合
、
単
に
、
た
と
え
ば
（
四
『
八
卦
之
図
』
、

二
六
五
頁
）
の
よ
う
に
す
る
。
「
四
」
は
全
集
の
第
四
冊
、
『
八
卦
之

図
』
は
文
献
名
、
二
六
五
頁
は
頁
数
を
そ
れ
ぞ
れ
示
し
て
い
る
。

（
３
）
た
と
え
ば
江
戸
時
代
の
後
半
に
で
き
た
『
慕
賢
録
』
と
い
う
蕃

山
の
行
状
を
記
し
た
書
物
の
な
か
で
、
著
者
の
秋
山
弘
道
は
、

先
生
…
求
良
師
未
得
其
人
。
偶
聞
江
州
有
藤
樹
先
生
者
曾
以
道
徳

化
馬
夫
乃
往
請
受
業
。
…
藤
樹
乃
允
。
於
是
日
夜
研
精
遂
受
孝
経

、
、
、

大
学
中
庸
。
最
精
易
。
（
六
「
付
録
」
『
慕
賢
録
』
六
四
頁
）

と
述
べ
て
、
蕃
山
の
『
周
易
』
へ
の
造
詣
の
深
さ
を
記
し
て
い
る
。

ま
た
、
戦
前
に
出
版
さ
れ
た
『
蕃
山
全
集
』
の
編
集
者
正
宗
敦
夫
は
、

、易
と
孝
経
は
蕃
山
先
生
が
最
も
思
ひ
を
深
め
て
研
究
せ
ら
れ
た
書

、

で
あ
っ
て
、
…
先
生
の
著
書
に
は
い
た
る
所
に
易
が
出
て
く
る
の

は
誰
も
気
の
つ
く
事
で
あ
ら
う
。
（
四
「
解
題
」
八
頁
）

と
『
周
易
』
と
蕃
山
思
想
と
の
並
々
な
ら
ぬ
関
係
を
指
摘
し
て
い
る
。

一
方
、
宮
崎
道
生
氏
に
は
、

、
、

蕃
山
は
典
籍
と
し
て
の
儒
教
経
典
を
尊
重
し
て
（
と
く
に
『
易
経
』

と
『
論
語
』
）
精
神
修
養
に
つ
と
め
…
努
力
し
た
…
。
（
『
熊
沢
蕃

山
Ｉ
人
物
・
事
績
・
思
想
』
新
人
物
往
来
社
、
一
九
九
五
年
、
一

二
頁
）

、
、

蕃
山
が
師
の
中
江
藤
樹
の
教
え
に
従
っ
て
、
『
孝
経
』
と
『
易
経
』

と
を
最
も
重
ん
じ
た
こ
と
は
、
蕃
山
自
身
の
告
白
に
よ
っ
て
も
明

ら
か
で
あ
る
。
（
同
書
、
一
八
八
頁
）

と
い
う
指
摘
が
あ
る
。

（
４
）
た
と
え
ば
、
友
枝
竜
太
郎
氏
は

、
、
、
、

易
経
小
解
も
程
朱
の
説
を
載
せ
る
易
経
大
全
を
テ
キ
ス
ト
に
し
て

い
る
の
で
、
程
朱
の
説
を
受
容
す
る
の
は
当
然
の
こ
と
で
あ
る
。

（
前
掲
『
熊
沢
蕃
山
』
所
収
、
「
熊
沢
蕃
山
と
中
国
思
想
」
五
六
六

頁
）

と
し
て
、
蕃
山
の
『
周
易
』
解
釈
を
宋
学
の
そ
れ
と
同
一
視
し
た
。

蕃
山
の
研
究
史
上
稀
に
し
か
見
ら
れ
な
い
『
周
易
』
解
釈
へ
の
言
及

で
あ
っ
た
。

（
５
）
朱
喜
の
『
周
易
』
解
釈
を
比
較
の
対
象
と
し
た
の
は
、
蕃
山
の

『
周
易
』
解
釈
に
は
、

此
段
本
義
大
全
等
ニ
ッ
マ
ビ
ラ
カ
也
。
（
四
『
繋
辞
上
伝
』
四
三

四
頁
）

と
あ
る
よ
う
に
『
周
易
本
義
』
と
い
う
朱
薑
の
『
周
易
』
解
釈
を
受

け
入
れ
て
い
る
部
分
も
、

或
問
。
吾
子
が
説
の
ご
と
き
は
伝
本
義
並
に
諸
注
の
旨
に
異
也
。

云
…
易
の
理
一
定
な
ら
ず
、
一
定
に
し
て
変
通
せ
ざ
る
は
易
理
に

あ
ら
ず
。
（
四
『
易
経
小
解
』
巻
二
、
三
三
一
頁
）
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と
あ
る
よ
う
に
、
朱
薑
と
異
な
っ
た
解
釈
を
打
ち
出
し
た
部
分
も
あ

る
と
い
う
事
実
に
よ
る
。
す
な
わ
ち
、
本
稿
の
よ
う
な
蕃
山
儒
学
に

お
け
る
独
自
性
を
課
題
と
す
る
場
合
は
、
朱
喜
の
解
釈
と
蕃
山
の
解

釈
の
両
方
か
ら
な
る
蕃
山
の
『
周
易
』
解
釈
に
お
い
て
、
朱
喜
の
解

釈
か
ら
蕃
山
の
解
釈
を
分
離
さ
せ
る
必
要
が
あ
り
、
こ
の
作
業
は
朱

喜
と
の
比
較
を
通
じ
て
し
か
行
え
な
い
か
ら
で
あ
る
。

（
６
）
た
と
え
ば
『
北
渓
字
義
』
「
太
極
」
の
条
に
「
古
経
言
説
太
極
、

惟
見
於
易
」
と
あ
る
。

（
７
）
文
中
で
述
べ
ら
れ
て
い
る
「
理
一
分
殊
」
の
哲
学
的
意
味
は
、

朱
喜
の
次
の
よ
う
な
発
言
か
ら
推
察
で
き
よ
う
。

太
極
者
、
…
理
之
極
至
者
也
。
陰
陽
動
静
、
非
太
極
動
静
、
只
是

理
有
動
静
。
理
不
可
見
、
因
陰
陽
而
後
知
。
理
搭
在
陰
陽
上
、
如

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

人
跨
馬
相
似
。
才
生
五
行
、
便
被
気
質
拘
定
、
各
為
一
物
、
亦
各

、
、
、

有
一
性
、
而
太
極
無
不
在
也
。
（
『
語
類
』
巻
九
四
）
、
、
、
、
、
、
、
、

人
物
之
生
、
天
賦
之
以
此
理
、
未
嘗
不
同
、
但
人
物
之
稟
受
自
有

、
、
異
耳
。
如
一
江
水
、
低
将
杓
去
取
、
只
得
一
杓
。
将
椀
去
取
、
只

、
、
、
、
、
、

得
一
椀
。
至
於
一
桶
一
紅
、
各
自
随
器
量
不
同
、
故
理
亦
随
以
異
。

（
『
語
類
』
巻
四
）

問
、
「
理
性
命
」
章
注
云
、
「
自
其
本
而
之
末
、
則
一
理
之
実
而
万

物
分
之
以
為
体
、
故
万
物
各
有
一
太
極
。
」
如
此
、
則
是
太
極
有

、
、

、
、

分
裂
乎
。
」
日
、
本
只
是
一
太
極
、
而
万
物
各
有
稟
受
、
又
自
各

全
具
一
太
極
耳
。
（
『
語
類
』
巻
九
四
）

天
地
之
間
、
有
理
有
気
。
理
也
者
、
形
而
上
之
道
也
、
静
物
之
本

也
。
気
也
者
、
形
而
下
之
器
也
、
生
物
之
具
也
。
是
以
人
物
之
生
、

必
稟
此
理
然
後
有
性
、
必
稟
此
気
然
後
有
形
。
（
『
文
集
』
巻
五
八

「
答
黄
道
夫
」
）

（
８
）
朱
喜
の
「
性
」
の
多
様
性
は
、
次
の
例
文
か
ら
も
推
察
で
き
る
。

性
是
天
生
成
許
多
道
理
。
（
『
語
類
』
巻
五
）

、
、

仁
義
礼
智
、
性
之
大
目
、
皆
是
形
而
上
者
、
豈
可
分
也
。
（
『
語
類
』

巻
六
）
、
、
、
、

性
是
理
之
総
名
、
仁
義
礼
智
皆
性
中
一
理
之
名
。
（
『
語
類
』
巻
五
）

「
性
」
は
「
許
多
道
理
」
「
理
之
総
名
」
と
あ
る
よ
う
に
、
「
仁
義
礼
智
」

以
上
の
も
の
を
含
有
す
る
。
「
仁
義
礼
智
」
は
た
だ
「
性
」
の
「
大
目
」

に
過
ぎ
な
い
。

（
９
）
如
何
な
る
規
定
も
「
太
極
」
に
与
え
て
は
い
け
な
い
と
い
う
理

由
は
、
陸
氏
兄
弟
と
の
論
争
に
交
わ
さ
れ
た
朱
喜
の
次
の
手
紙
の
中

に
言
明
さ
れ
て
い
る
。

、
、

不
言
無
極
則
太
極
同
於
一
物
而
不
足
為
万
化
之
根
、
不
言
太
極
則

無
極
倫
於
空
寂
而
不
能
為
万
化
之
根
。
（
『
文
集
』
巻
三
六
「
答
陸

子
美
」
）

「
太
極
」
が
「
一
物
」
に
な
ら
な
い
、
つ
ま
り
限
定
さ
れ
な
い
よ
う

に
苦
心
す
る
朱
喜
で
あ
る
。

（
的
）
『
礼
記
』
「
礼
運
」
の
「
十
義
」
。

（
Ⅱ
）
こ
の
規
範
の
非
定
在
性
は
、
朱
喜
の
言
葉
で
言
え
ば
次
の
と
お

り
に
な
ろ
う
。

性
即
理
也
。
在
心
喚
倣
性
、
在
事
喚
倣
理
。
（
『
語
類
』
巻
五
）

、
、
、
、
、
、

性
只
是
合
如
此
底
、
只
是
理
、
非
有
箇
物
事
。
若
是
有
底
物
事
、

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

、
、
、
、

則
既
有
善
、
亦
必
有
悪
。
惟
其
無
此
物
、
只
是
理
、
故
無
不
善
。

（
同
書
、
巻
五
）

「
性
」
は
心
と
の
関
係
で
は
人
間
の
本
性
と
な
る
が
、
行
為
と
の
関

係
で
は
実
践
の
原
理
と
な
る
。
こ
の
行
為
の
原
理
は
「
惟
其
無
此
物
」

と
あ
る
よ
う
に
、
い
か
な
る
特
定
の
行
為
に
も
関
わ
ら
な
い
も
の
だ
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か
ら
こ
そ
、
「
故
無
不
善
」
と
あ
る
よ
う
に
絶
対
善
な
の
で
あ
る
。

そ
し
て
こ
の
善
性
は
、
「
若
是
有
底
物
事
、
則
既
有
善
、
亦
必
有
悪
」

と
あ
る
よ
う
に
、
行
為
の
原
理
の
、
善
悪
の
二
重
性
を
内
包
す
る
行

為
と
の
交
渉
の
断
絶
に
よ
っ
て
こ
そ
保
証
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

（
皿
）
蕃
山
が
言
う
と
こ
ろ
の
「
神
道
」
は
、
時
の
世
間
で
言
わ
れ
て

い
る
神
道
と
同
じ
も
の
で
は
な
い
こ
と
は
次
の
文
か
ら
分
か
る
。

今
世
間
に
神
道
と
い
へ
る
は
、
昔
の
社
家
の
法
な
り
。
神
道
に
は

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

あ
ら
で
神
職
の
人
の
心
用
ひ
の
作
法
な
り
。
（
三
『
大
学
或
問
』

四
四
八
’
四
四
九
頁
）

、
、

、
、
、
、

神
道
者
な
る
も
の
は
只
其
祭
礼
の
跡
の
み
を
見
て
、
其
治
れ
る
ゆ

、
、
え
ん
を
し
ら
ず
。
（
五
『
宇
佐
問
答
』
巻
之
中
、
三
○
九
頁
）

問
、
道
は
い
か
や
う
な
る
事
ぞ
や
。
云
、
…
そ
の
ま
、
神
道
を
た

、
、
、
、
、

て
、
其
費
を
す
ぐ
い
て
を
く
く
し
。
…
神
道
に
て
…
万
世
ま
で
も

、
、
、
、
、

、
、
、
、
、
、

教
に
な
る
様
に
し
て
を
き
た
き
こ
と
な
れ
ど
も
、
左
様
な
る
も
の

、
、
、
、
、
、

に
は
あ
は
ざ
る
故
無
是
非
也
。
（
五
『
息
先
生
道
談
』
三
六
二
頁
）

問
、
戎
国
の
仏
法
の
み
な
ら
ず
、
儒
法
と
い
へ
ど
も
日
本
に
は
相

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

応
せ
ず
。
神
道
を
以
て
心
を
み
が
き
、
身
を
修
、
家
国
天
下
に
及

、
、

、
、
、
、
、
、
、
、

べ
き
道
学
お
は
し
ま
す
べ
き
や
。
…
吾
神
道
を
立
べ
き
也
・
（
二
『
集

義
外
書
』
巻
十
六
、
二
八
一
頁
）

時
の
世
間
で
言
わ
れ
る
神
道
は
、
蕃
山
が
理
想
と
す
る
、
「
心
を
み

が
き
、
身
を
修
、
家
国
天
下
に
及
べ
き
」
「
治
れ
る
ゆ
え
ん
」
と
な

る
「
万
世
ま
で
も
教
に
な
る
様
に
」
で
き
る
神
道
で
は
な
く
、
主
に

「
祭
礼
」
を
行
事
と
す
る
「
神
職
の
人
の
心
用
ひ
の
作
法
」
に
関
わ

る
も
の
で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
蕃
山
の
意
味
で
言
う
「
神
道
」

は
、
「
左
様
な
る
も
の
に
は
あ
は
ざ
る
」
と
あ
る
よ
う
に
ま
だ
未
成

立
の
も
の
で
、
ま
た
「
吾
神
道
を
立
べ
き
也
」
と
あ
る
よ
う
に
、
ま

さ
に
こ
れ
か
ら
創
出
す
べ
き
も
の
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

（
咽
）
蕃
山
が
な
く
な
っ
た
翌
年
の
一
六
九
二
年
に
出
来
た
行
状
で
あ

る
。
作
者
の
巨
勢
直
幹
は
蕃
山
の
門
人
で
あ
る
。

（
Ｍ
）
原
典
へ
の
直
接
的
研
究
と
い
う
点
だ
け
で
な
く
、
『
周
易
』
や
『
孝

経
』
な
ど
儒
学
の
『
経
』
へ
の
重
視
や
日
本
の
現
実
的
状
況
を
配
盧

す
る
と
い
う
点
に
お
い
て
も
、
古
学
派
の
荻
生
祖
棟
や
伊
藤
仁
斎
と

同
じ
で
あ
っ
た
。
た
と
え
ば
柤
侠
で
は
、
詩
、
言
、
礼
、
楽
、
易
、

春
秋
と
い
っ
た
『
六
経
』
が
テ
キ
ス
ト
の
な
か
の
テ
キ
ス
ト
と
し
て

の
地
位
が
与
え
ら
れ
て
い
た
（
澤
井
啓
一
「
十
八
世
紀
日
本
に
お
け

る
〈
認
識
論
〉
の
探
求
Ｉ
柤
侠
・
宣
長
の
言
語
秩
序
観
」
、
『
江
戸
文

化
の
変
容
』
所
収
、
平
凡
社
、
一
九
九
四
年
、
一
二
八
’
一
二
九
頁
）
・

一
方
、
仁
斎
で
は
「
人
情
」
と
と
も
に
「
風
俗
に
戻
る
」
教
え
が
常

に
「
道
」
の
敵
と
見
な
さ
れ
て
い
た
（
渡
辺
浩
「
補
論
伊
藤
仁
斎
・

東
涯
」
、
『
近
世
日
本
社
会
と
宋
学
』
所
収
、
東
京
大
学
出
版
会
、
一

九
八
五
年
、
二
三
一
’
二
三
二
頁
）
・

（
妬
）
田
尻
祐
一
郎
氏
に
よ
れ
ば
、
十
七
世
紀
末
か
ら
十
八
世
紀
の
前

半
ま
で
の
間
は
、
従
来
の
「
神
道
」
か
ら
は
断
絶
し
た
、
日
本
的
な

イ
エ
社
会
に
適
合
し
た
、
全
く
異
質
な
関
心
の
上
に
立
つ
「
神
道
」

へ
の
模
索
が
行
わ
れ
て
い
た
（
「
あ
る
転
向
ｌ
ｌ
徳
川
日
本
と
「
神

道
上
（
前
掲
『
江
戸
文
化
の
変
容
』
所
収
、
一
六
五
頁
）
。
日
本
の

風
土
的
条
件
を
前
提
に
儒
教
経
害
を
再
解
釈
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
成

立
し
た
神
道
学
と
い
う
蕃
山
的
儒
学
は
、
そ
う
し
た
思
想
的
営
為
の

一
つ
で
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。

（
早
稲
田
大
学
大
学
院
）
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